
一

本
稿
の
課
題

『
方
言
文
法
全
国
地
図
』（
以
下
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
）「
書
き
ま
す
か
」（
Ａ
・
Ｂ
の

２
場
面
）
か
ら
尊
敬
の
補
助
動
詞
類
を
と
り
あ
げ
、
各
地
方
言
を
含
む
日
本

語
史
的
な
面
を
考
察
す
る
。
こ
の
地
図
は
Ｇ
Ａ
Ｊ
に
あ
る
他
の
尊
敬
語
の
地

図
と
似
て
、
ひ
と
ま
ず
尊
敬
語
の
全
国
分
布
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
男
性
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
み
で
あ
る
こ
と
に
課
題

を
残
す
）。

こ
の
種
の
全
国
視
野
に
よ
る
敬
語
研
究
は
、
藤
原
与
一
（
一
九
七
八
）
で

各
地
の
敬
語
形
式
の
生
態
的
な
模
様
が
豊
富
な
用
例
に
基
づ
い
て
述
べ
ら

れ
、
氏
の
言
う
分
派
の
示
唆
も
あ
る
。
既
存
調
査
を
総
合
し
た
加
藤
正
信

（
一
九
七
三
）
も
、
各
地
の
用
法
の
ほ
か
、
既
に
指
摘
の
あ
る
東
日
本
に
い

わ
ゆ
る
無
敬
語
地
帯
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
紀
伊
半
島
・
四
国
・
九
州
東
部

に
も
そ
れ
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
や
や
広
域
な
調
査
・
研
究
に
は
飯
豊

毅
一
（
一
九
九
四
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
も
参
照
し
、
上
記
の
言
語
地

図
の
史
的
解
釈
を
試
み
た
い
。
な
お
、
北
海
道
は
移
住
に
よ
る
方
言
の
た
め

こ
の
研
究
に
な
じ
ま
ず
、
沖
縄
は
理
解
が
及
ば
な
い
た
め
、
考
察
か
ら
省

く
。Ｇ

Ａ
Ｊ
の
解
釈
に
は
、
国
語
史
の
知
見
の
ほ
か
、
各
地
の
過
去
の
方
言
文

献
の
援
用
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
敬
語
事
象
に
は
多
様
な
形
式
が
現
れ

て
整
理
が
必
要
で
あ
り
、
紙
数
の
関
係
で
今
は
国
語
史
の
み
を
参
照
す
る
。

国
語
史
は
、
中
央
で
生
ま
れ
た
こ
と
ば
の
歴
史
で
、
そ
の
威
光
が
周
辺
地
域

に
影
響
し
、
各
地
方
言
を
領
導
す
る
位
置
に
あ
る
。
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
今
日
的
な
敬

語
分
布
の
平
面
と
縦
の
柱
の
国
語
史
と
の
相
互
関
係
を
見
極
め
な
が
ら
各
地

の
尊
敬
語
の
歴
史
を
考
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

直
接
の
考
察
対
象
と
す
る
Ｇ
Ａ
Ｊ
は
、
共
通
語
化
が
進
ん
だ
時
期
の
資
料

な
が
ら
、
昭
和
五
〇
年
代
前
半
の
斉
一
な
調
査
基
準
に
よ
る
全
国
的
規
模
の

調
査
で
、
各
地
諸
形
式
の
比
較
が
可
能
で
あ
り
、
全
国
視
野
の
言
語
地
理
学

的
な
研
究
対
象
と
し
て
格
好
の
も
の
で
あ
る
。
既
に
本
稿
と
同
じ
Ｇ
Ａ
Ｊ

「
読
み
ま
す
か
」
の
解
説
に
は
大
西
拓
一
郎
（
二
〇
〇
六
）
が
あ
る
が
、
Ｇ

Ａ
Ｊ
の
紹
介
的
特
集
の
事
情
で
概
括
的
で
あ
り
、
史
的
面
の
考
察
は
な
お
課

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯

│
│
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』「
書
き
ま
す
か
」
を
主
と
し
て
│
│

彦

坂

佳

宣一
七
五



題
で
あ
る
。

二

Ｇ
Ａ
Ｊ
の
関
連
図
お
よ
び
参
照
文
献

Ｇ
Ａ
Ｊ
の
尊
敬
語
図
は
複
数
あ
り
、
対
者
に
言
う
場
合
と
第
三
者
に
つ
い

て
言
う
場
合
が
あ
る
。
前
者
は
、
Ａ
場
面
「
近
所
の
知
り
合
い
に
丁
寧
に
言

う
」、
Ｂ
場
面
「
土
地
の
目
上
に
非
常
に
丁
寧
に
言
う
」
の
２
場
面
設
定
も

含
む
（
以
下
、
Ａ
段
階
・
Ｂ
段
階
と
も
言
う
）。
こ
の
待
遇
的
場
面
差
や
待

遇
の
対
象
が
対
者
か
第
三
者
か
の
差
に
よ
り
、
諸
形
式
の
待
遇
価
値
（
の

差
）
を
見
る
便
宜
も
得
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
図
の
番
号
と
質
問
を
ま
と
め
る
と
左
の
よ
う
で
あ
る
。
問
題
の

尊
敬
語
形
式
は
、
下
の
質
問
文
の
傍
線
部
分
を
取
り
出
し
て
考
え
る
。

１.

「
対
者
に
言
う
場
合
」
│
質
問
表
現
「
ひ
と
月
に
何
通
手
紙
を
書
き

ま
す
か
」

Ｇ
Ａ
Ｊ
２
７
３
図
│
Ａ
場
面
図

同
２
７
１
図
│
Ｂ
場
面
図

２.

「
第
三
者
に
つ
い
て
言
う
場
合
」
│
質
問
表
現
「
あ
の
先
生
は
行
く

の
か
」（
友
達
に
聞
く
）

３.

「
命
令
的
表
現
」
│
質
問
表
現
「
行
き
な
さ
い
」（
Ｂ
場
面
の
み
）

ま
た
、
参
照
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
重
要
な
広
域
の
も
の
を
示
し
、
以
後

こ
の
文
献
番
号
で
示
す
。
他
の
も
の
は
、
本
文
中
に
随
時
示
す
。

文
献
Ⅰ

１.

藤
原
与
一
（
一
九
七
八
）
全
国
を
対
象

２.

同
（
一
九

九
〇
）
中
国
四
国
近
畿
九
州
を
対
象

文
献
Ⅱ

１.

奥
村
三
雄
（
一
九
九
〇
）
敬
語
史

２.

楳
垣
実
・
他

（
一
九
六
二
）
近
畿
を
対
象

文
献
Ⅲ

１.

飯
豊
喜
一
（
一
九
八
四
）
北
陸
を
対
象

２.

同
（
一
九

九
四
）
東
日
本
を
対
象

文
献
Ⅳ

１.

奥
村
三
雄
（
一
九
七
六
）
岐
阜
県
を
対
象

２.

彦
坂
佳

宣
（
一
九
九
一
）
愛
知
県
周
辺

文
献
Ⅴ

大
橋
勝
男
（
一
九
九
八
）
新
潟
県
を
対
象

三

Ｇ
Ａ
Ｊ
関
連
図
の
言
語
地
理
学
的
研
究

三
・
一
「
ひ
と
月
に
何
通
手
紙
を
書
き
ま
す
か
」

│
Ａ
場
面
を
主
、
適
宜
Ｂ
場
面
も

こ
の
２
場
面
の
分
布
図
は
、
分
布
も
複
雑
な
た
め
、
国
語
史
の
知
見
を
利

用
し
、
尊
敬
語
形
式
を
あ
ら
か
じ
め
古
代
語
と
近
代
語
に
分
け
て
略
図
と
し

た
。
都
合
４
図
と
な
る
が
、
近
代
語
図
は
そ
れ
で
も
複
雑
な
た
め
２
分
し
、

都
合
６
図
と
し
た
。
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
近
代
語
図
で
２
分
し
た
場

合
、
併
用
記
号
「
⌒
」
は
残
し
た
の
で
、
記
号
が
１
つ
で
も
、
こ
れ
が
あ
る

場
合
の
他
の
併
用
形
式
は
別
図
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

古
代
語
類

近
代
語
類

Ａ
場
面

図A
1

図A
2.1

図A
2.2

Ｂ
場
面

図B
1

図B
2.1

図B
2.2

本
稿
の
図
は
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
原
図
を
、
地
点
は
そ
の
ま
ま
、
形
式
は
適
宜
ま
と
め

た
略
図
で
あ
る
。
ま
と
め
方
で
重
要
な
点
は
本
文
中
に
ふ
れ
る
。

国
語
史
に
よ
る
古
代
語
と
近
代
語
の
区
分

一
七
六



国
語
史
の
尊
敬
語
形
式
は
山
崎
久
之
（
一
九
六
三
、
今
は
二
〇
〇
四
年

版
）、
第
四
編
の
京
都
・
大
阪
語
資
料
の
「
室
町
〜
江
戸
後
期
」
の
男
性
語

の
諸
形
式
の
概
括
表
に
求
め
、
表
１
と
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
に
彦
坂
が
Ｇ
Ａ

Ｊ
に
現
れ
る
主
な
形
式
の
発
現
時
期
を
、
先
行
研
究
も
参
考
に
し
て
加
え

た
。
参
考
に
し
た
研
究
は
、
ナ
サ
ル
類
な
ど
「（
ら
）
る
る
」
語
尾
を
も
つ

敬
語
型
の
成
立
を
考
察
し
た
坂
梨
隆
三
（
一
九
七
五
）、
近
世
ま
た
そ
れ
以

降
の
上
方
の
も
の
は
原
口
裕
（
一
九
七
四
）・
奥
村
三
雄
（
一
九
九
〇
）・
金

沢
裕
之
（
一
九
九
八
）、
こ
れ
ら
を
含
め
て
も
表
１
は
基
本
的
な
形
式
の
み

で
あ
る
が
、
本
稿
の
考
察
に
は
こ
の
レ
ベ
ル
で
足
り
る
と
考
え
る
。
他
の
複

合
形
の
サ
シ
ャ
ン
ス
、
ヤ
ン
ス
な
ど
は
必
要
に
応
じ
て
ふ
れ
る
。
山
崎
氏
の

も
の
は
男
性
の
形
式
で
あ
る
が
、
地
図
の
主
要
形
式
と
も
よ
く
対
応
し
、
本

稿
の
考
察
に
特
に
不
足
は
な
い
と
考
え
る
。

表
１
で
、
大
き
な
変
化
を
見
て
お
く
と
、〈
Ａ
〉
室
町
時
代
の
下
二
段
型

の
「（
さ
）
せ
ら
る
る
」「
な
さ
る
る
」
が
、〈
Ｂ
〉
以
降
の
近
世
語
で
は

「（
さ
）
し
や
る
」「
な
さ
る
」
の
四
段
型
に
な
る
。
そ
の
ナ
サ
ル
は
「
追
加
」

項
に
あ
る
ナ
ハ
ル
さ
ら
に
は
近
世
末
期
か
ら
ハ
ル
化
し
、
マ
ス
も
後
接
す
る

多
様
な
形
式
が
生
ま
れ
た
。「
遊
ば
す
」
も
生
ま
れ
る
。
ま
た
「
テ
指
定
辞
」

（
テ
ジ
ャ
な
ど
）、
教
養
層
な
ど
か
ら
オ
〜
ニ
ナ
ル
も
加
え
た
。
謙
譲
・
丁
寧

語
は
入
れ
て
い
な
い
が
、
早
く
「
申
す
」
が
あ
り
、
続
い
て
「
参
ら
す
」
か

ら
丁
寧
語
マ
ス
を
生
む
。

な
お
、（
サ
）
シ
ャ
ル
類
は
、
近
代
語
の
範
囲
で
あ
る
が
、
古
代
語
的
な

面
も
あ
り
、
古
代
語
図
に
入
れ
る
。「
読
ム
」、
ま
た
「
読
み
マ
ス
」
類
も
尊

敬
語
自
体
で
な
く
、
共
に
い
わ
ゆ
る
無
敬
語
的
な
点
か
ら
、
便
宜
、
古
代
語

表 1 山崎久之による待遇体系一覧表
国語史の尊敬語（山崎久之 2004、第四編第二章より抄出、助動詞・補助動詞のみ）

「追加」項は彦坂による 「＊」は位相性大

（謙譲・
丁寧）

申す／
参らす
ます

ます

ハル（近代）

追加
（尊敬）

テ指定辞＊

オ～ニナル＊

ナハル＊

五

をる

をる・ほざく
くさる
けつかる

やがる
をる
くさる

四

通常
動詞
形

通常
動詞
形

通常
動詞
形

三

しめ・さしめ
い・さい

－めさるる
やる
お＝やる（武
士・老人）

やる
たも
連用形命令法

二

めさるる
お…やる

（御）－なさるる
（御）－遊ばさるる
（御）－遊ばす
しやる

お－動詞
なさる
しやる

一

させらるる
お…なさるる
お－ある（やる）

（御）－なされます
（御）－遊ばされま
す
（御）－遊ばします
しやり（れ）ます

（御）－なされます
（御）－遊ばします
しやります

待遇段階→

〈A〉室町時代
末期
（男性語）

〈B〉近世前期
上方
（男性語）

〈C〉近世後期
上方
（男性語）
（化政期）

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯

一
七
七



図 A 1 「書きますか」古代語

図 A 2.1 「書きますか」近代語その 1

一
七
八



図 A 2.2 「書きますか」近代語その 2

図 B 1 「書きますか」古代語

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯

一
七
九



図 B 2.1 「書きますか」近代語その 1

図 B 2.2 「書きますか」近代語その 2

一
八
〇



図
に
入
れ
た
。
各
図
の
凡
例
形
式
類
の
番
号
は
共
通
で
あ
り
、
ほ
ぼ
高
い
敬

意
か
ら
順
に
番
号
を
付
け
た
が
厳
密
で
は
な
い
。

古
代
語
・
近
代
語
６
図
の
総
合
か
ら

都
合
６
図
の
「
書
き
ま
す
か
」
の
総
合
か
ら
概
括
的
特
徴
を
ま
ず
把
握

し
、
ま
と
め
て
お
く
。

１.

古
代
語
図
類A

1
、B

1

の
形
式
は
日
本
の
東
西
端
に
分
布
す
る
の

に
対
し
、
近
代
語
図
類A

2.1
・2.2

、B
2.1

・2.2

は
ほ
ぼ
日
本
の
中
央
部
、

特
に
西
日
本
に
厚
い
分
布
が
あ
る
。
こ
の
意
味
は
、
か
つ
て
の
中
央
語
の
近

畿
の
こ
と
ば
が
、
古
代
語
と
し
て
日
本
全
体
に
行
き
届
き
、
続
い
て
近
代
語

が
近
畿
の
周
辺
地
域
、
特
に
交
通
路
の
発
達
し
た
西
日
本
に
被
さ
り
、
西
高

東
低
型
の
敬
語
分
布
と
な
っ
た
と
見
る
。

２.

近
代
語
図
類
の
Ａ
・
Ｂ
の2.1

・2.2

で
は
、
高
い
待
遇
場
面
の
Ｂ
に

な
る
と
東
日
本
に
も
分
布
が
厚
く
な
る
。
当
然
こ
れ
と
逆
の
相
関
で
、
古
代

語
類
の
図
は
西
日
本
よ
り
東
日
本
に
分
布
が
広
い
。
こ
の
意
味
は
、
近
世
後

期
か
ら
都
市
・
江
戸
が
成
立
し
て
江
戸
語
が
強
く
な
り
、
こ
こ
か
ら
の
放
射

も
始
ま
る
。
さ
ら
明
治
以
降
、
標
準
語
の
成
立
、
ま
た
国
定
教
科
書
に
よ
る

教
育
な
ど
に
よ
り
、
関
東
か
ら
の
放
射
が
強
ま
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

３.

中
部
地
方
に
も
古
代
語
的
な
形
式
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
上
記

１
の
古
代
語
の
勢
力
が
近
畿
か
ら
西
の
九
州
・
東
の
中
部
地
方
に
古
代
語
類

の
外
輪
を
形
成
し
、
東
部
方
言
と
の
境
界
的
な
地
域
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味

し
よ
う
。

以
上
の
概
括
を
念
頭
に
、
以
下
、
各
図
に
つ
き
具
体
的
形
式
を
検
討
す

る
。

三
・
一
・
一
「
ひ
と
月
に
何
通
手
紙
を
書
き
ま
す
か
」

│
主
に
近
代
語
図
の
考
察

主
に
近
代
語
図
の
Ａ
場
面
の
図A

2.1

とA
2.2

を
考
え
、
関
連
す
る
事

柄
を
Ｂ
場
面
図
で
も
見
る
。
凡
例
形
式
の
番
号
は
ど
の
図
も
同
じ
で
あ
る
。

以
下
、
動
詞
「
書
ク
」、
接
頭
語
オ
、
マ
ス
後
接
形
な
ど
に
つ
い
て
は
必
要

の
限
り
で
ふ
れ
る
。
ま
た
主
要
形
式
に
焦
点
を
し
ぼ
る
。
推
量
や
条
件
形
式

は
他
に
同
類
の
終
止
形
相
当
が
あ
れ
ば
こ
れ
に
統
合
、
な
け
れ
ば
凡
例
の
肩

に
「
＊
」
を
付
け
た
。
こ
れ
は
尊
敬
語
形
式
の
乏
し
い
地
域
で
丁
寧
さ
を
示

す
方
策
と
思
わ
れ
、
地
域
差
も
あ
る
が
、
詳
細
は
省
く
。

（
１
）
オ
〜
ニ
ナ
ル
・（
２
）
ナ
サ
ル
類

ま
ず
、
図A

2.1

で
、
左
斜
め
三
角
記
号
の
（
１
）
オ
〜
ニ
ナ
ル
類
は
高

待
遇
形
の
た
め
Ａ
段
階
に
稀
で
、
Ｂ
段
階
に
な
っ
て
激
増
す
る
。
関
東
中
央

か
ら
の
標
準
語
の
放
射
の
た
め
、
こ
の
段
階
に
な
っ
て
の
増
加
で
あ
る
。

（
２
）
ナ
サ
ル
類
の
下
位
形
式
は
、
薄
い
三
角
・
楕
円
類
の
（
2.1
）
ハ
ル

類
が
近
畿
に
狭
く
、
半
白
の
濃
い
三
角
・
楕
円
他
の
（
2.2
）
ナ
ハ
ル
類
は
奈

良
・
徳
島
・
山
陰
な
ど
近
畿
か
ら
や
や
離
れ
た
地
域
、
飛
ん
で
九
州
に
あ

る
。
さ
ら
に
黒
の
三
角
・
四
角
、
多
数
の
楕
円
類
（
2.3
）
ナ
サ
ル
・
ン
サ
ル

は
、
一
段
と
近
畿
か
ら
遠
く
、
西
日
本
に
広
く
、
濃
尾
・
中
部
地
方
に
も
あ

る
。
以
上
の
（
２
）
ナ
サ
ル
類
は
近
畿
か
ら
の
放
射
で
あ
る
。

分
布
か
ら
の
史
的
推
定
は
、
こ
の
逆
順
に
、
遠
隔
に
あ
る
（
2.3
）
ナ
サ
ル

・
ン
サ
ル
が
早
く
に
近
畿
中
央
に
出
現
し
て
放
射
さ
れ
、
次
に
ナ
サ
ル
が

（
2.2
）
ナ
ハ
ル
類
に
変
化
し
放
射
さ
れ
、
今
日
そ
の
ナ
ハ
ル
が
近
畿
中
央
で

（
2.1
）
ハ
ル
類
と
な
り
、
京
阪
地
域
特
有
の
形
式
と
し
て
存
続
し
、
他
の
図

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯

一
八
一



を
見
る
と
敬
意
・
使
用
場
面
も
広
い
。

以
上
は
国
語
史
の
表
１
を
見
て
も
合
致
す
る
。
オ
〜
ニ
ナ
ル
は
〈
Ｂ
〉
近

世
前
期
で
も
初
期
は
教
養
層
に
限
定
的
で
あ
っ
た
。
ナ
サ
ル
は
〈
Ｂ
〉
に
あ

り
、
彦
坂
の
追
加
欄
の
下
部
、
近
世
後
期
の
ナ
ハ
ル
か
ら
近
代
の
ハ
ル
を
辿

る
変
化
で
あ
る
。
山
崎
氏
の
も
の
に
ナ
ハ
ル
以
下
が
無
い
の
は
、
ナ
ハ
ル
が

女
性
語
と
く
に
遊
里
の
そ
れ
を
主
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ル
の
出
現
は
近

世
末
期
以
降
の
こ
と
に
な
る
（
金
沢
裕
之

一
九
九
八
）。

ナ
サ
ル
の
詳
細
は
、
坂
梨
隆
三
（
一
九
七
五
）
に
よ
れ
ば
、
中
世
末
頃

の
「
成
す
＋「（
ら
）
る
る
」
組
成
に
よ
る
下
二
段
型
が
、
近
世
初
期
頃
か
ら

一
体
化
し
て
四
段
型
「
な
さ
る
」
と
な
っ
た
（
二
段
型
は
今
日
な
お
九
州
に

あ
る
）。
さ
ら
に
近
世
後
期
に
サ
↓
ハ
を
経
て
ナ
ハ
ル
、
末
期
に
、
文
献
Ⅱ

│
１
・
２
な
ど
の
指
摘
の
と
お
り
、「
書
く
」
を
例
に
と
れ
ば
「
書
キ
ャ
ハ

ル
・
書
キ
ハ
ル
」
な
ど
を
経
て
ハ
ル
化
し
た
も
の
で
あ
る
（
今
日
、
京
都
は

「
書
か
ハ
ル
」
大
阪
は
「
書
き
ハ
ル
」）。

以
上
を
念
頭
に
さ
ら
に
詳
し
く
見
る
。
ま
ず
（
2.1
）
ハ
ル
類
は
近
畿
中
央

に
あ
り
、
Ｂ
場
面
の
図B

2.1

で
も
な
お
強
い
分
布
で
、
京
阪
地
域
特
有
の

方
言
敬
語
形
で
あ
る
。（
2.2
）
ナ
ハ
ル
類
は
多
様
で
広
い
が
九
州
の
ナ
ハ
ル

は
孤
立
し
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
の
ナ
サ
ル
か
ら
独
自
の
変
化
と
見
る
。
近
畿
外

辺
の
若
狭
に
見
え
る
ナ
ー
ル
は
付
近
の
ナ
ハ
ル
か
ら
の
変
化
に
違
い
な
い
。

ナ
ル
は
九
州
か
ら
新
潟
ま
で
広
い
範
囲
、
や
や
遠
隔
地
に
あ
る
。
西
日
本

の
も
の
は
九
州
を
含
め
ナ
ハ
ル
か
ら
ナ
ハ
ル
・
ナ
ー
ル
を
経
た
成
立
で
あ
ろ

う
が
、
東
の
中
部
地
方
に
は
ナ
サ
ル
は
あ
る
が
ナ
ハ
ル
は
近
畿
寄
り
の
み
、

そ
こ
で
新
潟
地
域
の
ナ
ル
は
ナ
サ
ル
か
ら
の
変
化
で
あ
ろ
う
（
一
時
は
ナ
ー

ル
も
想
定
さ
れ
る
か
）。（
2.3
）
ナ
サ
ル
類
所
属
の
形
式
は
、
ン
サ
ル
が
中
国

地
方
の
山
間
部
に
多
く
、
東
部
で
は
濃
尾
地
方
に
あ
る
。
こ
れ
が
Ｂ
段
階
の

図B
2.1

を
見
る
と
、
中
国
地
方
で
は
減
退
し
、
濃
尾
で
は
よ
く
現
れ
る
。

同
じ
ン
サ
ル
で
も
西
よ
り
も
東
側
が
相
対
的
に
高
い
待
遇
で
あ
る
。
ま
た
濃

尾
に
ナ
サ
レ
ル
形
が
あ
り
、
ナ
サ
ル
ル
型
か
ら
一
段
化
し
た
も
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
一
段
化
に
つ
い
て
は
彦
坂
（
二
〇
一
四
）
で
ふ
れ
た
。

（
５
）
そ
の
他
の
形
式

図A
2.1

で
濃
尾
に
固
ま
っ
て
あ
る
カ
キ
ャ
ー
ス
は
、
近
畿
の
ヤ
ス
と
同

じ
く
近
世
中
期
以
後
の
「
遊
バ
ス
」
出
自
（
文
献
Ⅱ
│
１
、
２
の
４３
頁
参

照
）。
彦
坂
（
一
九
九
一
）
で
も
近
世
後
期
尾
張
の
郷
土
本
に
〜
キ
ャ
ー
ス

バ
ス
形
の
よ
う
な
過
渡
形
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
じ
出
自
と
し
た
が
、
図B

2.1

で
は
見
え
な
い
。
強
い
訛
音
の
方
言
形
で
衰
退
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
尾

張
周
辺
で
は
気
安
い
形
式
と
し
て
な
お
頻
用
）。
ま
た
信
州
・
四
国
の
「
オ

＋
一
段
式
」（
オ
カ
キ
ル
）
は
近
世
京
都
の
成
立
で
、
島
田
勇
雄
（
一
九
五

九
）・
都
竹
通
年
雄
（
一
九
六
五
）
が
あ
り
、
中
期
以
降
、
上
方
に
多
く
、

今
日
の
非
連
続
的
分
布
の
理
由
を
概
し
て
女
性
・
遊
里
的
な
性
格
に
求
め

る
。
杉
崎
好
洋
（
二
〇
〇
九
）
は
各
地
の
形
式
と
分
布
を
さ
ぐ
り
、
近
畿
・

愛
媛
、
愛
知
県
三
河
か
ら
東
美
濃
と
南
信
州
に
亘
る
分
布
が
あ
り
、
周
辺
分

布
を
な
し
、
近
畿
圏
の
旧
城
下
町
・
港
に
多
い
と
す
る
。
な
お
、
彦
坂
は
輪

島
で
も
聞
い
た
。
や
は
り
近
畿
圏
地
域
に
伝
播
し
、
や
が
て
固
有
地
域
で
残

存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
形
式
は
今
は
略
す
。

（
３
）（
ラ
）
レ
ル
類
・（
４
）「
テ
指
定
辞
」
│
図A

2.2

、B
2.2

類
一
八
二



次
に
、
別
図
と
し
た
図A

2.2

の
「
テ
＋
指
定
辞
」、（
ラ
）
レ
ル
を
見

る
。
両
者
は
西
日
本
で
分
布
が
重
な
り
、
Ｂ
場
面
で
も
競
合
の
関
係
に
あ
る

様
子
で
、
特
に
取
り
出
し
た
。

ま
ず
、（
４
）「
テ
指
定
辞
」（
テ
ジ
ャ
・
テ
ヤ
な
ど
）
は
、
西
近
畿
か
ら

中
国
地
方
山
陽
側
に
多
く
、
か
つ
て
山
陽
側
に
も
あ
つ
た
ナ
サ
ル
類
を
幾
ら

か
北
部
に
追
い
や
っ
た
状
態
が
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
模
様
と
思
う
。
文
献
Ⅰ
│
１
は
、

北
陸
に
も
あ
る
が
（
中
井

二
〇
〇
〇
に
も
あ
り
）、
分
布
は
主
に
「
近
畿

以
西
」
と
す
る
。
兵
庫
・
岡
山
県
の
模
様
は
都
染
直
也
・
編
（
二
〇
〇
六
、

二
〇
一
三
）
な
ど
に
詳
し
く
、
岡
山
県
は
西
北
山
間
部
の
中
年
以
上
に
も
使

用
さ
れ
て
い
る
。
先
引
の
奥
村
・
金
沢
な
ど
に
よ
れ
ば
、
近
世
中
期
以
降
に

勢
力
を
増
す
も
の
で
、
女
性
に
多
く
、
や
や
位
相
性
が
あ
り
、
第
三
者
に
つ

い
て
の
用
法
が
多
い
と
す
る
。
こ
れ
が
ナ
サ
ル
の
勢
力
に
比
し
、
近
畿
に
隣

接
し
中
国
地
方
で
は
新
し
い
形
式
の
多
い
山
陽
側
に
主
領
域
を
も
ち
、
し
か

し
日
本
の
東
部
に
は
あ
ま
り
伝
播
し
な
か
っ
た
要
因
と
思
う
。
そ
し
て
Ｂ
場

面
図
で
は
減
退
し
、
同
地
域
で
の
（
ラ
）
レ
ル
類
の
増
加
が
目
立
つ
。

そ
の
（
３
）（
ラ
）
レ
ル
類
は
主
に
三
角
ま
た
楕
円
と
し
た
。
Ａ
場
面
で

も
多
い
が
、
Ｂ
場
面
で
は
一
段
と
増
し
、
中
国
地
方
で
は
「
テ
指
定
辞
」
を

圧
倒
し
つ
つ
あ
る
。
特
に
岡
山
県
で
は
、（
ラ
）
レ
ル
類
の
勢
力
が
強
い

（
山
間
部
へ
の
経
路
の
多
い
た
め
か
）。
こ
の
増
加
は
ひ
と
ま
ず
共
通
語
化
に

沿
っ
た
も
の
と
見
る
。
た
だ
、
東
は
濃
尾
・
北
陸
付
近
ま
で
に
と
ど
ま
り
西

日
本
的
形
式
の
印
象
が
強
く
、
関
東
地
方
に
少
な
い
こ
と
に
問
題
が
残
る
。

共
通
語
は
標
準
語
を
基
と
し
関
東
中
央
出
自
な
の
に
、
関
東
地
域
に
は
少
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
増
大
す
る
（
ラ
）
レ
ル
類
は
、
別
の
問
題
と
し
て
古
典
語
（
ラ
）
ル

ル
と
の
関
係
が
あ
る
。
近
代
語
で
は
す
で
に
一
段
化
し
て
い
る
が
、
土
屋
信

一
（
一
九
七
四
）
は
江
戸
語
に
こ
の
語
が
稀
な
こ
と
を
指
摘
（
あ
っ
た
可
能

性
を
探
る
）、
金
田
弘
（
一
九
五
二
）
は
近
世
の
東
国
に
や
は
り
稀
と
し
て
、

こ
れ
が
盛
ん
と
な
る
の
は
明
治
期
の
言
文
一
致
の
運
動
に
よ
る
と
す
る
。

す
る
と
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
近
畿
圏
内
で
盛
行
す
る
の
は
、
か
つ
て
の
古
典
語
が

何
ら
か
の
形
で
継
承
さ
れ
、
一
段
化
し
、
加
え
て
近
年
の
共
通
語
化
に
よ
り

そ
の
勢
い
を
増
し
た
可
能
性
を
考
え
た
い
（
神
部
宏
泰

二
〇
〇
七
も
参

照
）。
近
世
上
方
で
の
（
ラ
）
レ
ル
の
用
法
は
停
滞
気
味
な
が
ら
、
そ
の
後
、

共
通
語
と
の
連
動
で
勢
力
を
増
し
た
と
推
測
す
る
。
近
世
知
識
人
の
使
用
は

多
く
、
そ
れ
が
金
田
の
言
う
言
文
一
致
、
ま
た
国
定
教
科
書
な
ど
へ
と
つ
な

が
っ
た
時
期
の
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
の
論
証
は
紙
数
の
関
係
で
別
稿

と
し
た
い
。

三
・
一
・
二
「
ひ
と
月
に
何
通
手
紙
を
書
き
ま
す
か
」

│
近
代
語
図
Ｂ
の
考
察

Ｂ
場
面
図
も
さ
ら
に
見
る
。
Ａ
段
階
か
ら
増
え
る
の
が
（
１
）
オ
〜
ニ
ナ

ル
類
、（
３
）（
ラ
）
レ
ル
類
で
、
減
る
の
は
近
畿
に
多
い
ハ
ル
を
除
く

（
２
）
ナ
サ
ル
類
、（
４
）「
テ
指
定
辞
」
で
あ
る
。
要
す
る
に
今
日
的
な
共

通
語
化
が
強
ま
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
オ
〜
ニ
ナ
ル
類
は
、
接
頭
語
オ
、
末
尾
に
マ
ス
・
ラ
レ
ル
を
後
接

さ
せ
て
増
加
し
、
関
東
中
央
は
強
く
広
く
、
山
間
部
な
ど
を
除
き
、
東
海
地

方
か
ら
近
畿
ま
で
連
続
し
、
四
国
・
九
州
に
も
届
い
て
い
る
。
日
本
海
側
も

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯
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非
連
続
で
は
あ
る
が
見
え
る
。
た
だ
周
辺
地
方
で
は
オ
〜
ニ
ナ
リ
ヤ
ン
ス
・

オ
〜
ニ
ナ
リ
モ
ー
ス
な
ど
既
存
の
方
言
形
と
の
複
合
も
多
い
。
こ
の
分
布

は
、
ま
ず
近
世
中
頃
の
教
養
層
な
ど
の
形
式
が
関
東
で
標
準
語
と
な
り
、
他

地
域
に
共
通
語
と
し
て
既
存
形
式
に
被
さ
る
形
で
侵
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

図A
2.1

で
無
敬
語
的
な
の
に
図B

2.1

で
現
れ
る
、
埼
玉
県
・
四
国
・
九

州
東
部
な
ど
は
ま
さ
に
こ
れ
で
あ
ろ
う
。
近
畿
で
は
、
し
か
し
旧
来
の
ハ
ル

形
も
残
り
、
京
阪
の
特
有
形
式
も
保
た
れ
て
い
る
。

（
２
）
ナ
サ
ル
類
も
オ
、
マ
ス
付
加
形
が
増
え
る
が
、
近
畿
か
ら
中
国
・

四
国
で
は
減
退
し
、
逆
に
（
３
）（
ラ
）
レ
ル
が
増
す
。
し
か
し
、
遠
隔
地

で
は
な
お
（
2.3
）
ナ
サ
ル
類
が
健
在
で
、
近
畿
か
ら
新
潟
ま
で
、
ま
た
九
州

中
部
以
北
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
九
州
で
は
北
部
の
一
部
で
（
１
）
オ
〜
ニ

ナ
ル
類
も
多
い
が
、
概
し
て
ナ
サ
ル
類
が
主
体
で
、
や
や
辺
鄙
な
西
北
地
域

に
ン
サ
ル
、
熊
本
県
付
近
に
は
南
部
を
除
き
ナ
ハ
ル
類
が
あ
り
、
東
部
に
も

展
開
し
て
い
る
。
な
お
彦
坂
は
南
部
の
人
吉
で
連
用
形
「
ナ
ッ
た
」
も
良
く

聞
い
た
（
二
〇
一
四
年
三
月
）。
こ
れ
が
東
部
の
宮
崎
で
は
ナ
サ
ル
が
多
く
、

鹿
児
島
県
で
は
こ
れ
ら
が
無
く
、
概
し
て
後
述
す
る
古
代
語
的
形
式
の
ヤ
ル

・
モ
ー
ス
類
と
な
る
。

他
に
、（
４
）「
指
定
辞
」
類
が
減
り
、（
３
）（
ラ
）
レ
ル
が
拡
大
す
る
こ

と
は
既
に
触
れ
た
。

（
５
）「
そ
の
他
」
は
地
方
的
形
式
で
、「
オ
＋
一
段
式
」
の
オ
カ
キ
ル
が

愛
知
県
付
近
に
残
る
。
会
津
の
ハ
ル
シ
は
ヤ
ル
か
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
か
で
あ

ろ
う
。
そ
の
他
は
略
す
。

三
・
一
・
三

古
代
語
図
の
考
察
│
図A

1

・B
1

次
に
古
代
語
図
の
Ａ
・
Ｂ
場
面
を
見
る
。

ま
ず
、
便
宜
こ
こ
に
入
れ
た
「
書
ク
・
書
き
マ
ス
」
は
述
部
に
特
有
の
尊

敬
語
形
式
が
な
い
、
い
わ
ゆ
る
無
敬
語
と
さ
れ
、
従
来
、
三
河
以
東
、
後
に

加
藤
（
一
九
七
三
）
が
西
日
本
の
紀
伊
半
島
・
四
国
・
九
州
東
部
な
ど
を
加

え
た
地
域
に
あ
る
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
地
域

も
か
つ
て
尊
敬
語
形
が
あ
っ
た
徴
証
が
あ
り
、
史
的
な
意
味
で
は
全
く
の
無

敬
語
地
域
で
は
な
い
。

敬
語
形
式
で
は
、（
６
）（
サ
）
シ
ャ
ル
類
、（
７
）
ヤ
ル
、
ま
た
九
州
・

東
北
に
多
い
（
８
）
ヤ
ン
ス
他
と
（
９
）
ン
ス
他
、
そ
し
て
（
１０
）「
そ
の

他
」
の
モ
ー
ス
・
イ
タ
ス
な
ど
、（
１１
）「
継
続
相
主
体
」（
他
の
形
式
と
結

合
な
ら
他
形
式
を
優
先
）
な
ど
が
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
主
な
も
の
に
つ

い
て
見
る
。

ま
ず
（
６
）（
サ
）
シ
ャ
ル
類
は
、
Ａ
段
階
の
図A

1

で
は
島
根
県
に
多

く
、
九
州
西
北
部
、
北
陸
、
濃
尾
（
こ
こ
は
（
サ
）
ッ
セ
ル
形
）
に
も
あ

る
。
こ
れ
が
Ｂ
場
面
の
図B

1

に
な
る
と
中
国
地
方
は
減
退
し
、
近
畿
圏
の

東
部
に
な
る
濃
尾
・
北
陸
・
新
潟
・
会
津
な
ど
で
増
加
す
る
。
こ
の
よ
う
に

東
日
本
で
の
（
サ
）
ッ
シ
ャ
ル
は
な
お
敬
意
が
高
い
。
川
本
栄
一
郎
（
一
九

八
五
）
は
、
新
潟
地
方
に
つ
き
ナ
サ
ル
形
が
訛
音
化
し
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
の

相
対
的
価
値
が
保
有
さ
れ
て
い
る
意
味
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
上
記
の

近
畿
圏
内
の
東
部
地
域
に
広
く
適
用
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
近
畿
の
勢
力

が
及
ぶ
東
限
の
地
域
で
、
概
し
て
古
態
的
な
形
式
が
保
た
れ
、
か
つ
ナ
サ
ル

な
ど
の
訛
音
形
化
の
中
で
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
の
地
位
が
高
い
の
で
あ
る
。
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次
に
（
７
）
ヤ
ル
は
更
に
周
辺
の
九
州
南
部
や
会
津
付
近
に
多
く
、
分
布

の
広
さ
か
ら
し
て
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
に
先
行
す
る
形
式
で
あ
る
。
表
１
の
国

語
史
で
も
ヤ
ル
は
（
サ
）
ッ
シ
ャ
ル
よ
り
早
い
。
後
で
見
る
岩
手
県
付
近
の

ヤ
ン
ス
類
に
も
ヤ
ル
の
遺
存
が
見
ら
れ
、
九
州
と
東
北
に
か
な
り
広
く
あ

る
。最

後
に
四
角
記
号
類
（
８
）（
９
）
を
見
る
。
日
本
の
東
西
端
と
中
部
・

関
東
地
方
周
辺
に
分
布
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
出
自
が
分
か
り
に
く

い
熟
合
形
で
、
ひ
と
ま
ず
ヤ
ス
と
ス
の
形
式
を
も
っ
て
二
分
し
た
。

ま
ず
、
九
州
南
部
に
多
く
、
岩
手
県
に
も
あ
る
カ
キ
ヤ
ン
ス
・
カ
キ
ヤ
ス

な
ど
は
「
書
き
ヤ
リ
申
ス
」
の
熟
合
で
あ
ろ
う
。
中
世
末
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日

本
大
文
典
』
の
「
申
す
」
項
に
「
板
東
で
下
賤
な
者
共
の
間
、
下
で
は
主
と

し
て
肥
前
、
肥
後
、
薩
摩
、
日
向
の
国
々
で
『
ま
ら
す
る
』
の
代
り
に
盛

ん
」（
土
井
忠
生
訳

五
八
六
頁
、
要
旨
）
の
記
事
が
参
考
に
な
る
。
北
条

忠
雄
（
一
九
三
六
、
二
〇
四
頁
）・
上
村
孝
二
（
一
九
九
八
、
一
二
七
頁
）、

東
北
は
北
条
忠
雄
（
一
九
八
三
）
が
言
う
に
は
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
記
事
を
参

照
し
、
今
日
も
こ
の
「
申
ス
」
が
あ
り
、
ヤ
ル
と
の
熟
合
も
多
い
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

こ
の
目
で
Ｇ
Ａ
Ｊ
を
見
る
と
、
九
州
南
部
の
中
央
に
（
８
）
ヤ
ン
ス
が
あ

り
、
外
辺
に
（
７
）
ヤ
ル
、
種
子
島
付
近
に
は
（
１０
）「
申
ス
」
単
独
形
が

あ
り
、
ヤ
ル
か
ら
複
合
ヤ
リ
モ
ー
ス
、
そ
し
て
熟
合
ヤ
ン
ス
へ
の
変
化
が
分

布
に
現
れ
て
い
る
。

一
方
、
北
奥
羽
の
諸
形
式
、
と
く
に
秋
田
の
〜
ス
類
は
由
来
が
分
か
り
に

く
い
。
北
条
忠
雄
（
一
九
八
三
）
は
、
岩
手
県
和
賀
郡
「
ア
ナ
ダ
サ
マ
ニ
仕

エ
デ
キ
モ
シ
タ
」「
ツ
ボ
ッ
コ
（
田
螺
坊
）
ド
ノ
ヤ
、
寝
モ
サ
イ
」
な
ど
を

挙
げ
、「
こ
の
モ
ス
は
一
般
に
ン
ス
さ
ら
に
は
ス
と
な
っ
て
溶
け
込
ん
で
い

る
場
合
が
多
い
」
と
し
、
秋
田
・
仙
台
、
茨
城
・
群
馬
・
千
葉
、
そ
し
て
東

京
「
オ
イ
ソ
ガ
シ
ュ
ー
ゴ
ァ
ス
カ
」
も
こ
れ
と
す
る
（
傍
線
彦
坂
）。

す
る
と
、
図A

1

の
秋
田
県
北
部
カ
ク
ア
ス
は
「
書
き
あ
り
申
す
」、
図

B
1

で
の
秋
田
県
北
部
カ
グ
デ
ア
ン
ス
を
「
書
く
で
あ
り
申
す
」、
カ
ク
ン

デ
ガ
ス
・
カ
ク
ド
ガ
ン
ス
（
ド
は
「
所
」）
の
ガ
ス
類
は
、
北
条
に
よ
れ
ば

「
嬉
し
グ
ア
リ
申
す
」
出
自
の
ガ
ス
の
汎
用
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

Ｇ
Ａ
Ｊ
で
見
る
と
青
森
と
の
境
の
カ
ギ
ス
と
秋
田
の
カ
グ
ス
の
接
続
法
の
違

い
も
あ
り
、
細
部
の
説
明
は
難
し
い
。
あ
る
い
は
「
申
す
」
の
ス
が
独
立
接

辞
と
な
り
、
カ
グ
ス
な
ど
終
止
形
接
続
も
可
能
に
な
っ
た
の
か
。
問
題
を
残

す
が
、
ひ
と
ま
ず
「
申
す
」
の
潜
在
が
あ
る
と
し
て
お
く
。

類
似
形
に
は
ヤ
ス
が
あ
り
、
近
世
語
で
、
湯
沢
幸
吉
郎
（
一
九
三
五
）
に

は
ヤ
ー
ス
が
「
あ
り
（
や
り
）
ま
す
」
な
い
し
「
さ
ん
す
」（
こ
の
組
成
は

（
サ
）
シ
ャ
ル
＋
マ
ス
│
彦
坂
注
）
出
自
か
と
す
る
が
、
丁
寧
語
マ
ス
の
進

出
が
ど
の
く
ら
い
北
東
北
に
及
ん
だ
か
、
近
代
語
形
式
は
別
と
し
て
、
検
証

が
難
し
い
。
関
東
地
域
に
な
る
と
丁
寧
語
マ
ス
の
進
出
も
考
え
ら
れ
、
関
東

の
ス
類
を
「
申
す
」
で
説
く
こ
と
は
今
は
保
留
す
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
九
州
南
部
と
北
奥
羽
地
方
に
「
申
す
」
出
自
の
諸
形
式

が
あ
り
、
ヤ
ル
分
布
地
域
よ
り
さ
ら
に
先
端
に
古
い
周
圏
論
的
な
模
様
が
現

れ
て
く
る
。
た
だ
し
、
大
西
（
二
〇
〇
六
）
の
指
摘
の
と
お
り
、
次
節
の

「
先
生
は
行
く
の
か
」
図
も
見
る
と
、
九
州
の
「
申
す
」
は
尊
敬
語
用
法
も

あ
り
、
東
北
の
そ
れ
は
丁
寧
語
的
な
も
の
で
、
本
動
詞
か
ら
の
地
域
的
変
異

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯
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の
度
合
い
に
違
い
が
あ
り
、
九
州
の
変
容
が
著
し
い
。

な
お
、
九
州
の
「
申
す
」
は
、
丁
寧
語
マ
ス
の
活
躍
を
制
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
上
村
孝
二
（
一
九
九
八
）
は
マ
ス
の
元
の
「
参
ら
す
」
は
な
お
謙

譲
語
性
が
強
く
丁
寧
語
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
ナ
サ
ル
デ

ス
な
ど
、
マ
ス
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
デ
ス
が
あ
る
例
も
散
見
さ
れ
る
。

こ
れ
は
先
引
・
加
藤
正
信
も
地
方
に
類
例
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
九

州
南
部
の
よ
う
な
「
参
ら
す
↓
ま
す
」
の
変
化
の
遅
速
と
も
関
連
す
る
可
能

性
も
あ
ろ
う
が
、
今
は
整
理
が
及
ば
な
い
。

ま
た
、（
１０
）
の
う
ち
イ
タ
ス
は
か
な
り
古
い
も
の
、（
１１
）
の
継
続
相
の

表
現
も
尊
敬
に
関
与
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
略
す
。
そ
し
て
、
以
上

の
古
代
語
的
な
諸
形
式
が
、
日
本
の
東
西
端
に
加
え
て
、
中
部
・
関
東
の
周

辺
部
に
あ
る
こ
と
も
、
日
本
語
史
の
経
緯
を
説
く
の
に
重
要
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
点
は
後
で
触
れ
る
。

三
・
二

第
三
者
に
つ
い
て
の
尊
敬
、
命
令
表
現
の
地
図
か
ら

次
に
、
第
三
者
へ
の
待
遇
の
Ｇ
Ａ
Ｊ
２
９
５
図
「
あ
の
先
生
は
行
く
の

か
」（
図
３
と
す
る
）
と
命
令
表
現
２
９
７
図
「
行
き
な
さ
い
（
Ｂ
場
面
の

み
、
図
は
掲
載
略
）」
を
、
特
有
敬
語
動
詞
形
を
除
き
、
一
般
動
詞
の
模
様

を
上
記
の
図
類
と
比
較
す
る
。
な
お
、
紙
数
の
関
係
で
、
命
令
表
現
の
図
は

示
せ
な
い
。
Ｇ
Ａ
Ｊ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

待
遇
表
現
は
、
一
般
に
対
者
へ
の
表
現
に
新
形
式
が
生
じ
、
第
三
者
に
つ

い
て
の
表
現
、
命
令
表
現
へ
と
使
用
域
が
広
が
り
、
敬
意
も
落
ち
る
傾
向
が

あ
る
。
こ
の
敬
意
対
象
場
面
の
違
い
か
ら
、
個
別
形
式
の
敬
意
の
広
狭
・
高

図 3 「あの先生は行くのか」（親しい友人に）
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低
の
変
化
を
探
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
三
者
に
つ
い
て
の
待
遇
「
先
生
は
行
く
の
か
」（
図
３
│
親
し
い
友
達
に
）

第
三
者
へ
の
待
遇
の
場
合
、
場
面
を
構
成
す
る
聞
き
手
に
よ
っ
て
表
現
が

変
わ
る
。
図
３
は
「
親
し
い
友
達
」
相
手
で
、
ご
く
日
常
的
な
場
面
が
想
定

さ
れ
る
。

こ
う
考
え
た
上
で
、
今
ま
で
の
対
者
へ
の
「
書
き
ま
す
か
」
Ａ
・
Ｂ
場
面

と
比
べ
る
と
、
分
布
の
拡
大
は
、
今
ま
で
の
凡
例
番
号
の
（
2.1
）
ハ
ル
が
奈

良
・
滋
賀
県
に
も
出
て
、（
４
）「
テ
指
定
辞
」
は
岡
山
県
を
除
く
中
国
地
方

で
、（
６
）（
サ
）
シ
ャ
ル
類
も
九
州
北
西
部
（
同
類
の
「
行
か
ス
」
形
も
長

崎
・
熊
本
県
付
近
に
）、
北
陸
、
長
野
市
か
ら
中
・
上
越
、
会
津
に
増
え
、

濃
尾
で
同
類
（
サ
）
ッ
セ
ル
も
広
が
る
。
ヤ
ル
は
九
州
中
部
以
南
に
広
く
、

会
津
に
は
「
エ
ガ
ル
（
行
が
ル
）」
形
化
（
飯
豊

一
九
七
四
参
照
）
し
て

多
い
。
ま
た
、
微
弱
な
が
ら
九
州
の
宮
崎
・
長
崎
県
に
散
見
さ
れ
る
「
行
か

ル
」
は
（
３
）
の
旧
二
段
型
（
ラ
）
ル
ル
出
自
で
、
低
い
敬
意
で
あ
る
（
鹿

児
島
県
に
も
潜
在
の
模
様
）。「
オ
＋
一
段
式
」
の
オ
イ
キ
ル
も
瀬
戸
内
海
沿

い
の
中
国
・
四
国
の
西
部
に
現
れ
、
愛
知
県
三
河
に
も
見
え
る
。

分
布
が
減
退
す
る
の
は
（
2.3
）
ナ
サ
ル
が
山
陰
で
（
４
）「
テ
指
定
辞
」

に
圧
迫
さ
れ
、
新
潟
で
も
や
や
減
り
、（
ラ
）
レ
ル
も
岡
山
県
を
除
き
減
る
。

つ
ま
り
図
３
で
増
加
す
る
形
式
は
、「
書
き
ま
す
か
」
場
面
で
は
各
地
域

の
や
や
軽
い
待
遇
形
式
で
あ
っ
た
も
の
、
そ
の
分
布
が
拡
大
し
て
い
る
。
多

く
は
親
愛
的
な
用
法
で
、
対
者
に
使
用
す
る
形
式
よ
り
も
古
く
日
常
的
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
国
語
史
で
は
、
表
１
で
の
〈
Ａ
〉
室
町
な
い
し
そ
れ
に
近

い
、
ヤ
ル
・（
サ
）
シ
ャ
ル
類
、
さ
ら
に
古
い
（
ラ
）
ル
ル
な
ど
古
態
形
式

で
あ
り
、
図
３
に
な
る
と
変
容
度
も
高
く
方
言
化
し
て
い
る
。
複
合
形
の
多

い
こ
と
も
そ
の
一
環
で
、
西
日
本
圏
の
北
陸
・
中
国
・
四
国
・
九
州
に
ナ
ハ

ン
ス
、
山
口
県
に
ン
サ
ン
ス
、
金
沢
に
マ
シ
ャ
ル
な
ど
が
あ
り
、
地
方
文
献

を
博
捜
す
れ
ば
更
に
増
す
は
ず
で
あ
る
。
地
方
の
残
存
的
形
式
が
第
三
者
へ

の
場
面
に
現
れ
易
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
近
畿
の
ハ
ル
、
中
国
の
「
オ
＋
一
段
式
」
な
ど
は
か
な
り
待
遇
域

が
広
い
。
一
方
、「
行
ク
・
行
き
マ
ス
」
形
の
い
わ
ゆ
る
無
敬
語
の
分
布
域

は
同
じ
で
あ
る
。

命
令
的
表
現
の
場
合
「
行
き
な
さ
い
」（
Ｂ
場
面
）

こ
の
図
示
は
略
す
が
、
や
や
高
い
敬
意
の
ナ
サ
ル
・
ナ
ハ
ル
類
の
命
令
形

相
当
が
、
四
国
・
紀
伊
半
島
な
ど
の
南
部
や
大
分
県
、
ま
た
関
東
地
方
に
も

断
続
的
に
見
ら
れ
る
。
Ｂ
場
面
で
も
あ
り
、
命
令
表
現
で
も
あ
り
、
各
地
で

の
高
め
の
待
遇
形
式
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
関
東
地
方
に
も
ナ

サ
ル
類
が
現
れ
、
か
つ
て
は
他
の
活
用
形
も
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す

る
。こ

の
表
現
の
場
合
、「
〜
て
下
さ
い
」
を
意
味
す
る
後
接
形
式
も
多
く
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
主
部
の
形
式
を
見
る
と
、
複
合
形
の
要

素
も
加
え
て
、
九
州
か
ら
、
新
し
く
南
東
北
ま
で
ヤ
ル
に
加
え
（
６
）（
サ
）

シ
ャ
ル
類
の
分
布
が
あ
り
、
そ
の
内
側
は
九
州
南
端
を
除
き
、
新
潟
・
関
東

ま
で
お
よ
そ
ナ
サ
ル
類
が
あ
り
、
近
畿
・
北
陸
の
一
部
に
ハ
ル
類
が
あ
る
。

複
合
形
や
今
ま
で
に
無
い
、
近
畿
で
は
オ
イ
キ
ヤ
ス
、
周
辺
部
で
〜
シ
ャ
ン

セ
な
ど
も
あ
り
、「
先
生
は
行
く
の
か
」
よ
り
更
に
多
彩
で
あ
る
。

命
令
形
も
第
三
者
へ
の
用
法
と
同
じ
く
旧
形
式
の
伏
在
を
示
す
と
思
う
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が
、
東
北
の
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
な
ど
は
、
命
令
表
現
の
一
人
歩
き
も
あ
り
、

活
用
形
と
し
て
定
着
し
た
か
は
ど
う
か
注
意
が
要
る
（
文
献
Ⅰ
│
１
を
見
る

と
東
北
地
方
の
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
は
命
令
表
現
が
主
で
あ
る
）。
し
か
し
、

多
彩
な
形
式
の
出
現
は
、
か
つ
て
の
存
在
を
示
唆
す
る
点
で
史
的
推
定
に
は

重
要
で
あ
る
。

多
彩
な
形
式
が
多
い
の
は
、
対
者
へ
の
場
面
で
は
、
相
手
へ
支
障
な
い
妥

当
な
形
式
が
意
識
さ
れ
、
各
地
の
通
常
・
多
用
な
形
式
に
収
斂
す
る
傾
向
に

対
し
、
気
楽
で
親
愛
的
な
面
も
出
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

Ｇ
Ａ
Ｊ
に
は
親
愛
的
な
場
面
の
調
査
が
な
く
、
残
念
で
あ
る
。
恐
ら
く
、

さ
ら
に
低
く
気
の
置
け
な
い
形
式
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
を
含
め
た
各
地
方
言
の
体
系
的
な
模
様
は
な
お
課
題
で
あ
る
。

四

先
行
研
究
類
の
参
照

こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
の
主
た
る
も
の
を
参
照
し
、
以
上
の
推
定
を
補
正

す
る
。
紙
数
の
余
裕
が
な
く
、
広
域
の
も
の
に
限
り
、
他
は
後
日
の
補
正
を

期
す
。

西
日
本
は
、「
文
献
Ⅰ
│
２
」
の
図
３７
「T

o
take

a
look

（H
onorific

Form

）」
を
と
り
あ
げ
、
図
４
と
し
た
。
一
九
三
三
・
三
四
年
、
女
子
師
範

生
に
よ
る
各
地
の
調
査
で
あ
る
。

ま
ず
、
ハ
ル
が
近
畿
に
分
布
す
る
点
は
同
じ
。
ミ
ヤ
ハ
ル
と
混
在
し
、
こ

こ
か
ら
ハ
ル
化
し
た
と
の
文
献
Ⅱ
類
の
推
定
を
補
強
す
る
。
そ
の
前
身
の
ナ

ハ
ル
が
近
畿
か
ら
、
瀬
戸
内
海
を
経
て
四
国
西
部
に
届
き
、
近
い
九
州
に
も

図 4 「見なさる」藤原与一（1990）より
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あ
る
（
九
州
は
瀬
戸
内
海
経
由
か
、
既
存
の
ナ
サ
ル
か
ら
独
自
に
か
、
即
断

で
き
な
い
）。
山
陰
側
を
西
へ
と
伝
播
し
て
い
る
こ
と
も
見
え
る
。
そ
し
て

ナ
ル
は
ナ
ハ
ル
と
隣
接
す
る
か
、
山
陰
東
部
の
よ
う
に
ナ
ハ
ル
が
通
過
し
た

地
域
に
あ
り
、
ナ
ハ
ル
出
自
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
ン
サ
ル
は
岡
山
・
広
島
の

山
間
部
・
島
嶼
部
、
島
根
県
西
部
に
多
く
、
兵
庫
県
北
部
に
も
あ
り
、
概
し

て
辺
鄙
な
地
域
に
残
存
し
、
や
は
り
ナ
ハ
ル
以
前
の
ナ
サ
ル
が
地
域
的
に
変

化
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
瀬
戸
内
海
島
嶼
部
も
注
目
さ
れ
、
ナ
サ
ル
が
山

陽
側
に
も
広
く
伝
播
し
た
証
拠
で
あ
る
。
四
国
南
部
に
は
伝
播
が
な
い
。

一
段
と
古
い
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
は
島
根
県
の
石
見
・
瀬
戸
内
島
嶼
・
四
国

土
佐
地
域
に
あ
り
、
更
に
古
い
ヤ
ル
が
西
端
の
山
口
県
に
多
く
、
各
地
に
も

散
在
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
先
の
三
・
一
・
三
節
の
古
代
語
図
の
整
理
で

は
、
四
国
南
部
を
無
敬
語
地
帯
と
し
た
が
、
幾
ら
か
（
サ
）
ッ
シ
ャ
ル
が
あ

る
。
こ
こ
を
無
敬
語
と
す
る
の
は
尊
敬
語
が
な
く
丁
寧
語
の
マ
ス
形
の
み
の

た
め
。
し
か
し
、
こ
の
古
く
な
っ
た
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
の
代
替
と
し
て
共
通

語
の
マ
ス
後
接
形
を
採
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
無
敬
語

地
帯
と
す
る
の
は
そ
ぐ
わ
ず
、
多
様
な
形
式
の
乏
し
い
地
域
で
、
手
早
く
共

通
語
的
マ
ス
形
式
を
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
図
４
に
は
「
テ
＋
指
定
辞
」・（
ラ
）
レ
ル
類
が
現
れ
ず
、
評
価
の

手
掛
り
が
な
い
。
こ
れ
ら
が
無
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
師
範
学
校
生
徒

の
敬
語
意
識
に
よ
る
所
為
も
あ
ろ
う
か
。
場
面
の
説
明
も
な
く
、
対
者
へ
か

第
三
者
を
話
題
と
し
て
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
ご
く
一
般
的
な
敬
語
形
式
の

存
否
の
図
と
し
て
受
け
取
っ
て
お
く
。

兵
庫
・
岡
山
県
付
近
は
都
染
直
也
・
編
（
二
〇
〇
六
、
二
〇
一
三
）
が
あ

る
こ
と
は
先
述
し
た
。
岡
山
県
は
特
に
（
ラ
）
レ
ル
が
多
い
中
に
、
西
北
山

間
部
に
は
「
テ
＋
指
定
辞
」
が
残
り
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
を
補
う
。
大
き
く
は
、「
テ

＋
指
定
辞
」
が
ナ
サ
ル
を
山
陽
側
か
ら
北
に
圧
迫
し
、
さ
ら
に
（
ラ
）
レ
ル

が
こ
れ
を
塗
り
替
え
る
模
様
の
あ
る
こ
と
は
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
に
よ
る
推
定
と
同
じ

で
あ
る
。

文
献
Ⅱ
類
は
近
畿
地
方
に
詳
し
い
。
こ
れ
も
詳
細
は
省
く
が
、
ナ
サ
ル
↓

ナ
ハ
ル
↓
ハ
ル
の
変
化
、
他
の
諸
形
式
の
分
布
な
ど
が
あ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
の

推
定
に
生
か
し
た
。

次
に
近
畿
の
影
響
下
に
あ
る
東
側
地
域
の
北
陸
は
、「
文
献
Ⅲ
│
１
」
が

有
益
で
あ
る
。
同
種
の
質
問
で
も
質
問
文
ご
と
に
回
答
が
多
様
で
あ
る
と
す

る
が
、
大
ま
か
に
は
（
ラ
）
レ
ル
類
は
富
山
県
、（
サ
）
シ
ャ
ル
・
マ
シ
ャ

ル
類
・「
テ
＋
指
定
辞
」
は
石
川
県
、
ナ
サ
ル
類
・
ヤ
ル
類
は
福
井
県
に
有

力
で
、
相
互
に
交
渉
し
て
い
る
と
す
る
（
４７
頁
）。
原
図
に
よ
れ
ば
、
ナ
ル

は
福
井
・
石
川
県
西
部
に
散
見
さ
れ
る
程
度
で
、
こ
こ
は
近
畿
の
ナ
ハ
ル
勢

力
の
境
界
付
近
で
、
や
は
り
ナ
ハ
ル
か
ら
の
変
化
で
あ
ろ
う
。
富
山
は
中
井

精
一
編
（
二
〇
〇
〇
）
５８
図
「
行
く
の
か
（
目
上
・
親
し
い
）」
も
あ
り
、

詳
細
は
略
す
が
（
ラ
）
レ
ル
が
広
く
新
、（
サ
）
シ
ャ
ル
類
は
東
西
の
両
端

の
や
や
山
間
地
で
古
く
、
ヤ
ル
は
山
間
地
に
稀
で
更
に
古
く
、
ナ
サ
ル
は
少

な
く
ナ
ハ
ル
は
無
く
、
飯
豊
の
も
の
と
矛
盾
し
な
い
。

文
献
Ⅳ
は
、
近
畿
圏
の
東
限
、
東
海
側
の
も
の
で
あ
る
。
奥
村
（
一
九
七

六
）
で
は
西
の
美
濃
西
部
に
は
ナ
ハ
ル
が
伝
播
し
、
他
は
ナ
サ
ル
・
ン
サ
ル

が
多
く
、
濃
尾
は
（
サ
）
ッ
シ
ヤ
レ
ル
・
ナ
レ
ル
が
注
目
さ
れ
、
彦
坂
（
一

九
九
一
）
で
は
、
共
に
二
段
型
の
出
自
か
ら
直
接
に
一
段
型
に
変
化
し
た
可
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能
性
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
「
遊
ば
す
」
出
自
の
ヤ
ー
ス
も
あ
り
、
名
古
屋

周
辺
に
多
く
、
都
市
的
な
敬
語
と
し
て
飛
地
的
に
受
容
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
は
衰
退
気
味
で
あ
る
。（
サ
）
シ
ャ
ル
類
は
、
他
に
尾
張
周

辺
で
は
（
サ
）
ッ
セ
ル
な
い
し
（
サ
）
ッ
シ
ル
形
が
強
い
。
ヤ
ル
は
稀
。
ま

た
、
近
世
後
期
戯
作
類
に
は
親
愛
的
（
ラ
）
レ
ル
が
あ
り
、
古
典
語
の
継
承

で
あ
ろ
う
。

次
に
、
文
献
Ⅴ
新
潟
県
の
第
１００
図
「
ど
こ
へ
行
く
の
か
（「
対
目
上
」）」

（
実
地
調
査
は
一
九
八
〇
〜
一
九
八
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
北
越
を
除
き
ナ
サ

ル
が
広
く
、
ナ
ル
は
隣
接
し
て
上
越
に
集
中
し
、
中
越
に
も
僅
か
に
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
全
体
に
ナ
ハ
ル
は
無
く
、
ナ
ル
は
ナ
サ
ル
か
ら
の
変
化
と
考
え

ら
れ
る
。（
サ
）
シ
ャ
ル
類
が
中
越
の
山
間
部
に
多
く
、
全
形
式
中
で
最
多

で
あ
る
。
ヤ
ル
も
上
越
に
１
地
点
あ
る
。
北
陸
か
ら
こ
こ
に
至
る
と
、
一
段

と
古
態
形
式
が
現
れ
る
。
会
津
で
の
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
・
ヤ
ル
の
盛
行
は
新

潟
側
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
全
体
に
ほ
ぼ
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
の
推
測
を
確

認
で
き
る
。

文
献
Ⅲ
│
２
は
広
く
東
日
本
の
調
査
で
あ
る
。
た
だ
調
査
期
間
が
長
く
、

多
彩
な
形
式
の
分
布
記
述
で
、
史
的
観
点
に
よ
る
整
理
は
乏
し
い
。
し
か

し
、
無
敬
語
と
さ
れ
が
ち
な
関
東
・
南
東
北
に
も
ヤ
ル
は
勿
論
、
命
令
形
で

な
い
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
も
か
な
り
出
る
。
Ｇ
Ａ
Ｊ
で
マ
ス
付
加
形
の
み
の
地

域
も
、
史
的
に
は
こ
れ
ら
尊
敬
語
が
伏
在
し
、
そ
れ
が
古
く
な
り
共
通
語
の

マ
ス
付
加
形
を
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。
無
敬
語
地
帯
と
言
う
よ
り
、
尊

敬
語
専
用
形
式
が
乏
し
く
、
人
的
関
係
の
上
で
は
率
直
な
物
言
い
が
多
い
こ

と
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。
飯
豊
に
よ
れ
ば
、
敬
意
は
言
い
回
し
や
文
末
詞
で
表

す
と
す
る
。

文
献
Ⅰ
│
１
は
全
国
の
実
地
調
査
に
も
と
づ
く
大
成
で
あ
り
、
詳
し
い
生

態
的
記
述
と
史
的
観
点
が
あ
り
、
有
益
で
あ
る
。
個
別
形
式
に
は
、
紙
数
の

関
係
で
言
及
で
き
な
い
が
、
命
令
形
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
が
東
北
に
も
広
く
あ

る
こ
と
、
九
州
で
の
（
ラ
）
レ
ル
・（
サ
）
シ
ャ
ル
類
の
四
段
化
傾
向
な
ど
、

地
方
的
形
式
も
加
え
た
史
的
整
理
の
た
め
に
も
参
考
に
な
る
。
こ
の
資
料
の

活
用
は
、
別
稿
で
の
各
地
方
言
史
に
注
意
し
た
考
察
の
機
会
と
し
た
い
。

他
に
、
九
州
方
言
研
究
会
の
も
の
、
各
地
の
調
査
報
告
書
の
類
な
ど
多
い

が
、
こ
れ
も
略
す
。

五

ま
と
め
│
全
国
方
言
史
の
記
述
へ

以
上
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
尊
敬
語
図
類
の
解
釈
を
試
み
、
広
域
視
野
の
先
行
研
究

も
参
照
し
て
、
尊
敬
語
形
式
の
変
化
を
考
え
て
き
た
。
紙
数
の
余
裕
が
な
い

の
で
、
以
下
、
重
要
な
点
の
み
を
ま
と
め
て
、
各
地
方
言
史
の
細
部
の
記
述

は
次
の
機
会
と
す
る
。

１.

Ｇ
Ａ
Ｊ
に
よ
れ
ば
、
国
語
史
の
古
代
語
と
近
代
語
の
所
属
形
式
が
綺

麗
な
周
圏
的
分
布
を
見
せ
、
中
央
語
が
地
域
方
言
を
領
導
し
た
様
子
が
顕
著

で
あ
る
。

２.

古
代
語
で
は
、
早
く
に
「
申
す
」・
ヤ
ル
が
近
畿
か
ら
放
射
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
日
本
の
東
西
地
域
の
先
端
に
主
と
し
て
複
合
形
化
し
て
潜
在
す

る
。「
致
す
」「
ご
ざ
る
」
な
ど
も
放
射
が
あ
っ
た
痕
跡
が
あ
る
。
中
世
も
遅

か
ら
ぬ
時
期
の
形
式
が
全
国
に
展
開
し
、
周
圏
分
布
の
外
輪
を
成
し
た
と
考

一
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え
る
。
次
に
は
近
世
初
期
の
（
サ
）
シ
ャ
ル
類
が
こ
れ
を
追
っ
て
展
開
し
、

各
地
に
定
着
し
た
が
、
九
州
・
東
北
の
先
端
ま
で
は
届
か
な
い
。
古
代
語
の

近
畿
圏
が
九
州
か
ら
中
部
地
方
ま
で
形
成
さ
れ
た
。

３.

近
代
語
の
時
期
に
は
、（
サ
）
シ
ャ
ル
類
の
先
行
に
続
き
ナ
サ
ル
類

が
盛
行
し
、
西
は
九
州
中
部
、
東
は
東
海
、
北
陸
か
ら
新
潟
県
ま
で
展
開
し

た
。
こ
れ
は
近
世
期
以
降
の
近
畿
圏
と
思
わ
れ
、
周
圏
的
分
布
の
内
輪
と
成

っ
た
。
ま
た
、
恐
ら
く
早
く
か
ら
（
ラ
）
レ
ル
、
近
世
中
頃
か
ら
「
テ
＋
指

定
辞
」
類
も
近
畿
か
ら
放
射
さ
れ
、
瀬
戸
内
を
介
し
て
四
国
北
部
、
ま
た
山

陽
側
か
ら
山
陰
側
へ
と
進
出
を
見
せ
、
中
国
地
方
で
は
ナ
サ
ル
を
北
に
追
い

や
っ
た
。（
ラ
）
レ
ル
は
そ
の
後
、
共
通
語
形
と
な
り
更
に
勢
力
を
強
め
、

関
東
地
域
に
も
見
ら
れ
る
。

４.

西
日
本
で
の
（
ラ
）
レ
ル
は
古
典
語
の
継
承
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後

も
主
と
し
て
近
畿
圏
で
共
通
語
的
に
勢
力
を
増
し
た
と
推
測
す
る
。
た
だ
、

（
ラ
）
レ
ル
が
近
世
期
江
戸
で
は
稀
の
た
め
、
そ
の
共
通
語
意
識
は
恐
ら
く

明
治
以
後
の
標
準
語
運
動
や
国
定
教
科
書
な
ど
に
よ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点

の
精
査
は
課
題
と
し
た
い
。

５.

濃
尾
・
新
潟
か
ら
東
の
主
に
関
東
地
方
で
は
、
江
戸
で
は
ヤ
ル
・

（
サ
）
シ
ャ
ル
類
・
ナ
サ
ル
類
、
遅
れ
て
オ
〜
ニ
ナ
ル
が
定
着
し
た
で
あ
ろ

う
が
、
全
体
に
は
都
市
化
が
進
ま
ず
、
多
彩
な
形
式
に
乏
し
い
。
し
か
し
遡

っ
て
上
に
古
代
語
と
し
た
諸
形
式
の
定
着
は
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
そ
の

後
、
明
治
以
後
、
急
速
に
標
準
語
の
マ
ス
付
加
形
、
さ
ら
に
オ
〜
ニ
ナ
ル
が

普
及
し
た
の
が
今
日
の
様
子
で
あ
ろ
う
。

６.

い
わ
ゆ
る
無
敬
語
地
帯
は
、
三
河
〜
関
東
、
四
国
南
部
な
ど
に
尊
敬

語
形
式
が
現
わ
れ
な
い
た
め
名
づ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
ヤ
ル
・

（
サ
）
シ
ャ
ル
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
後
に
共
通
語
の
マ
ス
形
式
を
採
用
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
史
的
な
面
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

７.

以
上
、
古
代
語
／
近
代
語
／
標
準
語
（
共
通
語
）
の
３
つ
の
史
的
層

の
伝
播
が
想
定
さ
れ
、
前
二
者
は
伝
統
的
な
伝
播
に
よ
る
周
圏
的
分
布
を
形

成
し
、
最
後
に
標
準
語
の
威
光
に
よ
る
共
通
語
化
が
都
市
的
な
地
域
に
教
育

・
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
広
が
っ
た
模
様
が
あ
る
と
考
え
る
。

日
本
語
方
言
史
を
め
ざ
す
も
の
と
し
て
は
、
な
お
、
中
央
語
を
受
容
し
た

各
地
方
言
ご
と
の
諸
形
式
の
層
や
個
別
的
な
変
容
を
論
ず
る
べ
き
で
あ
る

が
、
こ
の
点
も
次
の
機
会
と
し
た
い
。
Ｇ
Ａ
Ｊ
図
が
男
性
を
対
象
と
し
た
点

の
補
充
も
他
日
を
期
す
。

引
用
・
参
考
文
献
（
初
版
論
文
が
後
に
単
行
本
所
収
と
な
っ
た
も
の
は
、

便
宜
、
後
者
で
示
す
。）

飯
豊
毅
一
（
一
九
七
四
）「
福
島
県
に
お
け
る
ル
・
ラ
ル
敬
語
に
つ
い
て
」

『
国
文
学
攷
』
４９

飯
豊
毅
一
（
一
九
八
四
）「
北
陸
方
言
の
敬
語
表
現
に
つ
い
て
」『
金
沢
大

学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
４９

飯
豊
毅
一
（
一
九
九
四
）「
東
日
本
に
お
け
る
尊
敬
表
現
の
分
布
と
考
察
」

『
北
海
道
方
言
研
究
会
２０
周
年
記
念
論
文
集

こ
と
ば
の
世
界
』（
同

会
叢
書
５
）

大
西
拓
一
郎
（
二
〇
〇
六
）「
書
き
ま
す
か
（
地
図
に
見
る
方
言
文
法
）」

『
月
刊

言
語
』
３５
│
１２

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯

一
九
一



大
橋
勝
男
編
著
（
一
九
九
八
）『
新
潟
県
言
語
地
図
」
高
志
書
院

楳
垣
実
（
一
九
六
二
）『
近
畿
方
言
の
総
合
的
研
究
』
三
省
堂

奥
村
三
雄
（
一
九
七
六
）『
岐
阜
県
方
言
の
研
究
』
大
衆
書
房

奥
村
三
雄
（
一
九
九
〇
）「
敬
語
辞
」『
方
言
国
語
史
研
究
（
第
九
章
）』

東
京
堂
出
版

加
藤
正
信
（
一
九
七
三
）「
全
国
方
言
の
敬
語
概
観
」『
敬
語
講
座
６
』
明

治
書
院

金
沢
裕
之
（
一
九
九
八
）『
近
代
大
阪
語
変
遷
の
研
究
』
和
泉
書
院

金
田
弘
（
一
九
五
二
）「
東
京
語
に
於
け
る
『
れ
る
型
』
敬
語
の
性
格
」

『
日
本
文
学
論
究
』
１０

金
田
弘
（
一
九
七
七
）「
対
者
敬
語
『
申
す
』
に
つ
い
て
」『
松
村
明
教
授

還
暦
記
念

国
語
学
と
国
語
史
』
明
治
書
院

上
村
孝
二
（
一
九
九
八
）『
九
州
方
言
・
南
島
方
言
の
研
究
』
秋
山
書
店

川
本
栄
一
郎
（
一
九
八
五
）「
富
山
・
新
潟
・
岐
阜
県
境
地
帯
に
お
け
る

待
遇
表
現
の
場
面
差
・
年
齢
差
・
地
域
差
」『
富
山
大
学
人
文
学
部

紀
要
』
１０

神
部
宏
泰
（
二
〇
〇
七
）『
方
言
の
論
理
』
和
泉
書
院

坂
梨
隆
三
（
一
九
七
五
）「
ラ
行
下
二
段
活
用
の
四
段
化
」『
国
語
と
国
文

学
』
５２
│
１

島
田
勇
雄
（
一
九
五
九
）「
近
世
後
期
の
上
方
語
」『
国
語
と
国
文
学
』
３６

│
１０

杉
崎
好
洋
（
二
〇
〇
九
）「『
お
行
き
る
』
の
系
譜
と
分
布
域
の
形
勢
」

『
名
古
屋
・
方
言
研
究
会
会
報
』
２５

都
染
直
也
・
編
（
二
〇
〇
六
、
二
〇
一
三
）『
Ｊ
Ｒ
播
但
線
・
山
陰
本
線

姫
路
│
福
知
山
間

グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
集
』
１２４
「『
行
く
』
の
敬

語
表
現
」『
Ｊ
Ｒ
姫
路
線
│
新
見
間

グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
集
』
１２６

「『
行
く
』
の
敬
語
表
現
」、
共
に
甲
南
大
学
方
言
研
究
会

土
屋
信
一
（
一
九
七
四
）「
江
戸
語
の
『
れ
る
・
ら
れ
る
』
敬
語
小
考
」

『
国
語
学
』
９６

都
竹
通
年
雄
（
一
九
六
五
）「『
お
行
き
る
』
と
い
う
言
い
方
の
歴
史
と
分

布
」『
近
代
語
研
究
』
１

武
蔵
野
書
院

中
井
精
一
編
（
二
〇
〇
〇
）『
富
山
県
言
語
動
態
地
図
』
富
山
大
・
中
井

研
究
室
作
成

原
口
裕
（
一
九
七
四
）「『
お
│
に
な
る
』
考
続
貂
」『
国
語
学
』
９６

彦
坂
佳
宣
（
一
九
九
一
）「
東
海
西
部
地
方
に
お
け
る
尊
敬
語
の
分
布
と

歴
史
」『
国
語
学
』
１６６

彦
坂
佳
宣
（
二
〇
一
四
）「
関
西
と
関
東
、
二
大
方
言
の
『
あ
い
だ
』」

『
日
本
語
学
』
３３
│
１

藤
原
与
一
（
一
九
七
八
）『
昭
和
日
本
語
方
言
の
総
合
的
研
究

第
一
巻

方
言
敬
語
法
の
研
究
』
春
陽
堂

藤
原
与
一
（
一
九
九
〇
）『
中
国
四
国
近
畿
九
州
方
言
状
態
の
方
言
地
理

学
的
研
究
』
和
泉
書
院

北
条
忠
雄
（
一
九
三
六
）『
九
州
方
言
語
法
語
法
考
序
説
』
自
家
版

北
条
忠
雄
（
一
九
八
三
）「
東
北
・
関
東
│
方
言
に
お
け
る
待
遇
表
現
│
」

『
武
蔵
野
文
学
』
３１

山
崎
久
之
（
一
九
六
三
）『
国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
』
武
蔵
野
書
院

一
九
二



（
今
は
二
〇
〇
四
年
増
補
版
に
よ
る
）

湯
沢
幸
吉
郎
（
一
九
三
五
）『
徳
川
時
代
言
語
の
研
究
』
刀
江
書
院
（
今

は
一
九
七
〇
年
、
風
間
書
房
版
に
よ
る
）

（
謝
辞
）
国
立
国
語
研
究
所
「
方
言
研
究
の
部
屋
」
の
Ｇ
Ａ
Ｊ
と
デ
ー
タ
、

ま
た
地
図
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
恩
恵
を
受
け
た
。
原
図
の
統
合
・
改
変
は

彦
坂
の
責
で
あ
る
。
本
稿
は
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
代
表：

彦
坂
佳

宣
（
研
究
課
題
番
号：

２
３
５
２
０
５
６
９
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ひ
こ
さ
か
・
よ
し
の
ぶ

本
学
特
任
教
授
）

尊
敬
語
補
助
動
詞
類
の
分
布
と
そ
の
史
的
経
緯

一
九
三






